
指標No. 目標値

ⅰ 100% ・参加者数／定員（当初計画時）設定人数

ⅱ 80% ・当日調査（各質問）の肯定的回答（Ａ＋Ｂ）／回答総数

ⅲ 80% ・当日調査（全体評価）のＡ回答／回答総数

ⅳ 80% ・事後調査（研修活用に関する質問）の肯定的回答（Ａ＋Ｂ）／回答総数

ⅵ 事後に増加 ・事後調査における事前調査と同質問の肯定的回答の割合（β）－事前調査の肯定的回答の割合（α）

【評価・検証アンケート調査実施事業一覧】

★事業１ 有志指導者 6月3日 93.9% ○ 108.0% ○ 100.0% ○ 81.6% ○ 100.0% 98.3% ○ +4.4㌽

★事業２ 有志指導者 6月13日 50.3% 〇 650.0% 〇 96.5% ▼ 73.8% 〇 97.1% 91.6% ○ +41.3㌽

☆事業３ 職員 6月17日 68.4% ▼ 78.0% ○ 100.0% ▼ 68.4% ○ 96.7% 85.0% ○ +16.6㌽

★事業４ 職員 6月19日 91.7% 〇 208.0% 〇 98.9% ▼ 79.5% 〇 98.0% 99.0% 〇 +7.3㌽

★事業５ 職員 8月21日 80.5% 〇 118.0% 〇 100.0% 〇 86.0% 〇 93.1% 89.7% 〇 +9.2㌽

★事業６ 職員 9月10日 9.7% ▼ 68.0% ○ 94.6% ▼ 69.0% ○ 100.0% 34.6% ○ +24.9㌽

　★印は国庫補助事業、☆印は県単費事業

　〇印は目標達成、▼印は未達を意味

評価指標ⅳ 評価指標ⅵ

参加者数
（定員

充足率）
達成度 満足度 活用度

変　容

（β－α）

主な対象 実施日

評価指標ⅰ 評価指標ⅱ 評価指標ⅲ

令和７年度研修事業の評価・検証の取組について

【事業目標】 生涯学習・社会教育関係職員及び有志指導者を対象とした研修を実施し、関係職員の資質の向上と指導者の養成を図る。

【評価項目】 関係職員の資質の向上と指導者の養成の状況

評価指標

事業の参加者数

地域安全防災研修会

岩手県立生涯学習推進センター

読書ボランティア等研修会

放課後の子どもの居場所指導者研修会１

子育て・家庭教育セミナー１

社会教育指導員・地域づくり関係職員等研修講座

学校と地域の連携・協働研修会

事業目的の達成度

事前調査の
肯定的回答

（α）

事後調査における
事前調査と同質問

の肯定的回答

（β）

参加者の満足度

事業内容の活用度

参加者の変容

　※　アンケート調査の回答選択肢は４段階（高評価Ａ← →Ｄ低評価）　※調査項目が複数ある場合は、平均値で算出

事業No. 事   業   名



○研修事業の中から６事業を抽出し、研修後の受講者の変容について調査

　【事前調査】…参加申込時の研修事業に関する事前調査における肯定的回答の割合（α）

　【当日調査】…研修講座当日アンケートの各質問における肯定的回答の割合

　【事後調査】…研修講座受講後、一定期間経過時の事後調査(事前調査と同質問)における肯定的回答の割合（β）

　【 変　  容 】…事前調査と事後調査における肯定的回答割合の比較（β－α）

令和７年度 研修事業の評価・検証

読書ボランティア研修会　［6/3開催］

放課後の子どもの居場所指導者研修会１　［6/13開催］

社会教育指導員・地域づくり関係職員等研修講座　［6/17開催］

50.3%

96.5%
91.6%

10.0%

30.0%

50.0%

70.0%

90.0%

事前調査 当日調査 事後調査

＋41.3㌽

68.4%

100%

85.0%

40%

60%

80%

100%

事前調査 当日調査 事後調査

93.9%
100% 98.3%

10%

30%

50%

70%

90%

事前調査 当日調査 事後調査

＋16.6㌽

＋4.4㌽

［主な内容］

　絵本作家サトシン氏による講演

会、読み聞かせやブックトークなど

についての選択研修

［受講者の感想］

・小さい頃の読み聞かせや読書が、

　人生に関わるとても大事なことだ

　と気づかされた。

・ブックトークでは、自分が選ばな

　いような本をたくさん知ることが

　できて、今後の選書の参考になっ

　た。

［主な内容］

　「子どもアドボカシー」(子ども

の声を聴き、意見や考えを表明でき

るようにサポートすること)につい

ての講義・演習

［受講者の感想］

・「子どもの人生は子どものもの」

　という先生の言葉が心に残った。

　自分の人生の選択を自分でできる

　大人になってもらえるように子ど

　もと関わっていきたい。

・子どもが意見や考えを表明できる

　ような環境づくりが大切だと感じ

　た。

［主な内容］

　地域コミュニティの基盤に必要な

資産や考え方、地域づくりに必要な

視点や支援についての講義・演習

［受講者の感想］

・地域の課題を把握し、情報共有す

　ることが大事。10年先まで見据え

　て解決していきたい。

・地域の実態把握がとても重要で、

　地域の方との対話、想いの共有が

　必要であると感じた。



子育て・家庭教育セミナー１　［6/19開催］

地域安全防災研修会　［9/10開催］

学校と地域の連携・協働研修会　［8/21開催］
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［主な内容］

　子どもの「体験格差」解消につい

ての講演・パネルディスカッション

［受講者の感想］

・体験活動を提供できる環境をつく

　るためには、子どもを第一に考え

　ること、子どもの希望を反映させ

　た企画のコーディネート力、周り

　を巻き込む力が必要であることを

　学んだ。

・第一線で格差のない体験活動を実

　施している事例を聞き、素晴らし

　いと感じた。

［主な内容］

　コミュニティ・スクール(ＣＳ)と

地域学校協働活動の一体的推進につ

いての講演・情報交換(熟議体験含

む)

［受講者の感想］

・ＣＳと地域学校協働活動を推進す

　るに至った経緯や文科省の考え方

　を知ることができた。

・立場の異なる方との意見交流がと

　ても有意義だった。学校運営協議

　会の熟議のイメージができた。

［主な内容］

　「住民協働の防災」についての事

例発表、ハザードマップを使った図

上演習DIGおよび避難所運営ゲーム

HUGについての講義・演習

［受講者の感想］

・その都度振り返りをし、生の声を

　吸い上げて生かし、次につなげて

　いるところが素晴らしく、参考に

　なった。

・イメージを持つこと、想定するこ

　との大切さを理解した。地域で実

　践できるよう頑張りたい。


